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SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 秋田県山本郡藤里町粕毛字清水岱 5-9 
名 称 株式会社アルビオン 白神研究所  
代表者 小平 努 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ4 年６月 1７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

☐社会 

環境 

ワイン醸造過程にお

ける原料開発と残渣

の有効活用 

・ブドウ由来の原料開発 

(種子・葉・果房・新芽)の 4 種 

・ワイン残渣による 

原料開発を実施する 

まだ、配合製品の発売に

は至っていないが、一部

の組織由来の原料がもう

少しで商品へ配合予定。

ワイン残渣は藤里町の有

志が、食品への利用を検

討してくださっている。 

１２・１５・１７ 

☐経済 

社会 

☐環境 

雇用の創出と地域社

会貢献活動への積極

的参加 

・地元雇用の創出 

 2016 年より 11 名 

・「企業版ふるさと納税」

の継続（3 事業） 

・地域イベント参加 

 5 回程度／年間 

・2023 年 6 月以降、パ

ート 1 名採用。また中途

で社員を採用。新社員

は、県外からの採用であ

ったが、藤里町内へ移住

した。 

・企業版ふるさと納税に

ついては継続。 

・地域イベントに関して

は、2023 年度は 10 程

度のイベントへの参加

や、高校生や教員のイン

ターンシップを 5 軒ほど

受け入れた。 

９・１７ 

「価値ある高級化粧品づくり」の実現の為、原料のトレーサビリティ（生産地・流通経路の明確化）はも

ちろん、安心・安全に裏打ちされた価値ある商品づくりを目指しています。また、県や町でのイベントへ

の積極的な参加により、地元の皆様との協働作業を通して、地域活性化にも貢献していきます。 

株式会社アルビオン白神研究所  



経済 

☐社会 

環境 

植物残渣の有効活用 
・化粧品容器・外箱等への

配合を実施する 

・検討は続けているが商

品には結びついていな

い。 

・植物の未利用部分を農

業での利用を検討中。ま

た廃棄物においては、エ

ネルギー源として使用し

ていただける企業に引き

取っていただいている。 

９・１２・１５ 

 
 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


